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令
和
三
年
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月
二
十
六
日
東
京
都
議
会
の
議
決
を
得
た
令
和
二
年

度
の
東
京
都
補
正
予
算
を
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

六
十
七
号
）
第
二
百
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り

公
表
す
る
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東
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小
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◉
東
京
都
告
示
第
三
百
七
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針
を
変
更

し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第

二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ

り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
都

市
計
画
区
域
の
整

備
、
開
発
及
び
保

全
の
方
針

変
更
す
る
部
分

千
代
田
区
、
中
央
区
、
港
区
、
新
宿
区
、

文
京
区
、
台
東
区
、
墨
田
区
、
江
東
区
、

品
川
区
、
目
黒
区
、
大
田
区
、
世
田
谷

区
、
荒
川
区
、
渋
谷
区
、
中
野
区
、
杉

並
区
、
豊
島
区
、
北
区
、
板
橋
区
、
練

馬
区
、
足
立
区
、
葛
飾
区
及
び
江
戸
川

区
の
全
域

二

縦
覧
場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
七
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
多
摩

部
十
九
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

八
王
子
都
市
計
画
、

立
川
都
市
計
画
、

武
蔵
野
都
市
計
画
、

三
鷹
都
市
計
画
、

府
中
都
市
計
画
、

調
布
都
市
計
画
、

青
梅
都
市
計
画
、

昭
島
都
市
計
画
、

町
田
都
市
計
画
、

小
金
井
都
市
計
画
、

日
野
都
市
計
画
、

小
平
都
市
計
画
、

国
分
寺
都
市
計
画
、

東
村
山
都
市
計
画
、

国
立
都
市
計
画
、

西
東
京
都
市
計
画
、

福
生
都
市
計
画
、

多
摩
都
市
計
画
及

び
秋
多
都
市
計
画

都
市
計
画
区
域
の

整
備
、
開
発
及
び

保
全
の
方
針

変
更
す
る
部
分

八
王
子
市
、
立
川
市
、
武
蔵
村
山
市
、

東
大
和
市
、
武
蔵
野
市
、
三
鷹
市
、
府

中
市
、
調
布
市
、
狛
江
市
、
青
梅
市
、

昭
島
市
、
町
田
市
、
小
金
井
市
、
日
野

市
、
小
平
市
、
国
分
寺
市
、
東
村
山
市
、

清
瀬
市
、
東
久
留
米
市
、
国
立
市
、
西

東
京
市
、
福
生
市
、
羽
村
市
、
瑞
穂
町
、

多
摩
市
、
稲
城
市
、
あ
き
る
野
市
及
び

日
の
出
町
の
全
域

（
多
摩
部
十
九
都

市
計
画
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開

発
及
び
保
全
の
方

針
）

二

縦
覧
場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
七
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
島
し

ょ
部
六
都
市
計
画
都
市
計
画
区
域
の
整
備
、
開
発
及
び
保
全
の
方
針

を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る

同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

大
島
都
市
計
画
、

八
丈
都
市
計
画
、

三
宅
都
市
計
画
、

神
津
都
市
計
画
、

新
島
都
市
計
画
及

び
小
笠
原
都
市
計

画
都
市
計
画
区
域

の
整
備
、
開
発
及

び
保
全
の
方
針

変
更
す
る
部
分

大
島
町
の
全
域
、
八
丈
町
の
う
ち
八
丈

島
の
全
域
、
三
宅
村
の
う
ち
三
宅
島
の

全
域
、
神
津
島
村
の
う
ち
神
津
島
の
全

域
、
新
島
村
の
う
ち
新
島
の
全
域
並
び

に
小
笠
原
村
の
う
ち
父
島
及
び
母
島
の

全
域

（
島
し
ょ
部
六
都

市
計
画
都
市
計
画

区
域
の
整
備
、
開

発
及
び
保
全
の
方

針
）

二

縦
覧
場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
七
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
京

都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子
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一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
京
都
市
計
画
都

市
再
開
発
の
方
針

変
更
す
る
部
分

千
代
田
区
、
中
央
区
、
港
区
、
新
宿
区
、

文
京
区
、
台
東
区
、
墨
田
区
、
江
東
区
、

品
川
区
、
目
黒
区
、
大
田
区
、
世
田
谷

区
、
渋
谷
区
、
中
野
区
、
杉
並
区
、
豊

島
区
、
北
区
、
荒
川
区
、
板
橋
区
、
練

馬
区
、
足
立
区
、
葛
飾
区
及
び
江
戸
川

区
の
市
街
化
区
域
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
七
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
八
王

子
都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

八
王
子
都
市
計
画

都
市
再
開
発
の
方

針

変
更
す
る
部
分

八
王
子
市
の
市
街
化
区
域
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
八
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
立
川

都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

立
川
都
市
計
画
都

市
再
開
発
の
方
針

変
更
す
る
部
分

立
川
市
、
武
蔵
村
山
市
及
び
東
大
和
市

の
市
街
化
区
域
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
八
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
武
蔵

野
都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

武
蔵
野
都
市
計
画

都
市
再
開
発
の
方

針

変
更
す
る
部
分

武
蔵
野
市
の
市
街
化
区
域
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
八
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
三
鷹

都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

三
鷹
都
市
計
画
都

市
再
開
発
の
方
針

変
更
す
る
部
分

三
鷹
市
の
市
街
化
区
域
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
八
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
府
中

都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

府
中
都
市
計
画
都

市
再
開
発
の
方
針

変
更
す
る
部
分

府
中
市
の
市
街
化
区
域
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十
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二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
八
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
調
布

都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

調
布
都
市
計
画
都

市
再
開
発
の
方
針

変
更
す
る
部
分

調
布
市
及
び
狛
江
市
の
市
街
化
区
域
の

全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
八
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
青
梅

都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

青
梅
都
市
計
画
都

市
再
開
発
の
方
針

変
更
す
る
部
分

青
梅
市
の
市
街
化
区
域
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
八
十
六
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
町
田

都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

町
田
都
市
計
画
都

市
再
開
発
の
方
針

変
更
す
る
部
分

町
田
市
の
市
街
化
区
域
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
八
十
七
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
小
金

井
都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

小
金
井
都
市
計
画

変
更
す
る
部
分

都
市
再
開
発
の
方

針

小
金
井
市
の
市
街
化
区
域
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
八
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
日
野

都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

日
野
都
市
計
画
都

市
再
開
発
の
方
針

変
更
す
る
部
分

日
野
市
の
市
街
化
区
域
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
八
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
小
平

都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十
一

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子
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都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

小
平
都
市
計
画
都

市
再
開
発
の
方
針

変
更
す
る
部
分

小
平
市
の
市
街
化
区
域
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
九
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
国
分

寺
都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

国
分
寺
都
市
計
画

都
市
再
開
発
の
方

針

変
更
す
る
部
分

国
分
寺
市
の
市
街
化
区
域
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
九
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
東
村

山
都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

東
村
山
都
市
計
画

都
市
再
開
発
の
方

針

変
更
す
る
部
分

東
村
山
市
及
び
東
久
留
米
市
の
市
街
化

区
域
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
九
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
西
東

京
都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
変
更
し
た
の
で
、
同
法
第
二
十

一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

西
東
京
都
市
計
画

都
市
再
開
発
の
方

針

変
更
す
る
部
分

西
東
京
市
の
市
街
化
区
域
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
九
十
三
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
国
立
都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
決
定
し
た

の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

国
立
都
市
計
画
都

市
再
開
発
の
方
針

国
立
市
の
市
街
化
区
域
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
九
十
四
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
福
生
都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
決
定
し
た

の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

福
生
都
市
計
画
都

市
再
開
発
の
方
針

福
生
市
の
市
街
化
区
域
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
九
十
五
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
多
摩
都
市
計
画
都
市
再
開
発
の
方
針
を
決
定
し
た

の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
同
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子
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一

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
を
定
め
る
土
地
の
区
域

多
摩
都
市
計
画
都

市
再
開
発
の
方
針

多
摩
市
の
市
街
化
区
域
の
全
域

二

関
係
図
書
の
縦
覧

場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部

都
市
計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十

二
階
北
側
）

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
九
十
六
号

平
成
七
年
東
京
都
告
示
第
三
百
五
十
四
号
（
建
築
基
準
法
に
よ
る

屋
根
の
構
造
制
限
区
域
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
一
号
中
「
、
小
平
市
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
九
十
七
号

平
成
十
九
年
東
京
都
告
示
第
七
百
六
十
五
号
（
建
築
基
準
法
に
よ

る
中
間
検
査
に
係
る
特
定
工
程
等
の
指
定
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
一
号
中
「
、
小
平
市
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
九
十
八
号

昭
和
四
十
六
年
東
京
都
告
示
第
千
三
百
二
十
四
の
二
号
（
建
築
基

準
法
の
規
定
に
基
づ
く
所
轄
区
域
を
所
管
す
る
建
築
主
事
の
指
定
）

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

表
中
「
、
小
平
市
」
を
削
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
三
百
九
十
九
号

次
の
一
般
都
営
住
宅
を
廃
止
し
た
の
で
、
東
京
都
営
住
宅
条
例

（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に

よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
一
般
都
営
住
宅
の
使
用
料
を
次
の

よ
う
に
変
更
し
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
の
で
、
同
条

第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

位

置

構
造
及
び
規
模

戸

数

旭
町
二
丁
目
第
２
ア
パ
ー
ト

（
１
号
棟
）

練
馬
区
旭
町
二
丁
目
三
十
五
番

中
層
耐
火

三
六
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル

一
八
戸

旭
町
二
丁
目
第
２
ア
パ
ー
ト

（
４
号
棟
）

練
馬
区
旭
町
二
丁
目
三
十
四
番

同
右

三
九
・
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

二
四
戸

旭
町
二
丁
目
第
２
ア
パ
ー
ト

（
５
号
棟
）

同
右

同
右

三
六
・
二
平
方
メ
ー
ト
ル

一
五
戸

八
王
子
中
野
町
ア
パ
ー
ト

（
３
号
棟
）

八
王
子
市
中
野
山
王
三
丁
目
六
番

同
右

三
三
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

三
二
戸

八
王
子
中
野
町
ア
パ
ー
ト

（
６
、
７
号
棟
）

同
右

同
右

三
七
・
三
平
方
メ
ー
ト
ル

八
〇
戸
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◉
東
京
都
告
示
第
四
百
一
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
並
び
に
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
一
般
都
営
住
宅
の
名
称
、
位
置
、
構
造
及
び
規
模
、
戸
数
、
使

用
料
並
び
に
近
傍
同
種
の
住
宅
の
家
賃
を
次
の
よ
う
に
定
め
た
の
で
、

同
条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

名

称

位

置

構
造
及
び
規
模

戸

数

収
入
の
額
が
一
三
九
、
〇
〇
〇
円

を
超
え
一
五
八
、
〇
〇
〇
円
以
下

の
者
に
適
用
さ
れ
る
使
用
料
（
月

額
一
戸
に
つ
き
）

近
傍
同
種
の
住
宅
の

家
賃
（
月
額
一
戸
に

つ
き
）

桐
ケ
丘
二
丁
目
ア
パ
ー
ト

（
１
号
棟
）

北
区
桐
ケ
丘
二
丁
目
十
五
番

高
層
耐
火

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

九
六
戸

三
一
、
二
〇
〇
円

六
六
、
三
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル

四
八
戸

四
三
、
二
〇
〇
円

九
一
、
七
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル

一
六
戸

同
右

九
一
、
八
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

五
七
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

五
一
、
八
〇
〇
円

一
〇
九
、
九
〇
〇
円

桐
ケ
丘
二
丁
目
ア
パ
ー
ト

（
２
号
棟
）

北
区
桐
ケ
丘
二
丁
目
十
六
番

同
右

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

七
八
戸

三
一
、
二
〇
〇
円

六
六
、
三
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル

四
八
戸

四
三
、
二
〇
〇
円

九
一
、
八
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル

一
六
戸

同
右

同
右

同
右

同
右

同
右

五
七
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

五
一
、
八
〇
〇
円

一
一
〇
、
〇
〇
〇
円

桐
ケ
丘
二
丁
目
ア
パ
ー
ト

（
３
号
棟
）

北
区
桐
ケ
丘
二
丁
目
十
七
番

同
右

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

三
〇
戸

三
一
、
二
〇
〇
円

六
六
、
四
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル

一
六
戸

四
三
、
二
〇
〇
円

九
一
、
八
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル

八
戸

同
右

同
右

同
右

同
右

同
右

五
七
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

五
一
、
八
〇
〇
円

一
一
〇
、
一
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

四
二
戸

三
一
、
二
〇
〇
円

六
六
、
四
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル

一
四
戸

四
三
、
二
〇
〇
円

九
一
、
八
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

五
七
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

七
戸

五
一
、
八
〇
〇
円

一
一
〇
、
一
〇
〇
円

桐
ケ
丘
二
丁
目
ア
パ
ー
ト

（
４
号
棟
）

北
区
桐
ケ
丘
二
丁
目
十
八
番

同
右

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

二
六
戸

三
一
、
二
〇
〇
円

六
六
、
四
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル

一
四
戸

四
三
、
二
〇
〇
円

九
一
、
八
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
八
平
方
メ
ー
ト
ル

七
戸

同
右

同
右
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◉
東
京
都
告
示
第
四
百
二
号

東
京
都
営
住
宅
条
例
（
平
成
九
年
東
京
都
条
例
第
七
十
七
号
）
第

三
条
第
二
項
及
び
第
五
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
都

営
改
良
住
宅
の
使
用
料
を
、
同
条
例
第
三
条
第
二
項
及
び
第
七
十
一

条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
例
第
五
十
六
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定

に
基
づ
き
都
営
再
開
発
住
宅
の
使
用
料
を
次
の
よ
う
に
変
更
し
、
令

和
三
年
四
月
一
日
か
ら
実
施
す
る
の
で
、
同
条
例
第
三
条
第
三
項
の

規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

同
右

同
右

同
右

五
七
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

同
右

五
一
、
八
〇
〇
円

一
一
〇
、
〇
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル

二
四
戸

三
一
、
二
〇
〇
円

六
六
、
四
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

四
七
・
九
平
方
メ
ー
ト
ル

一
八
戸

四
三
、
二
〇
〇
円

九
一
、
八
〇
〇
円

同
右

同
右

同
右

五
七
・
四
平
方
メ
ー
ト
ル

六
戸

五
一
、
八
〇
〇
円

一
一
〇
、
〇
〇
〇
円
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◉
東
京
都
告
示
第
四
百
三
号

平
成
十
八
年
東
京
都
告
示
第
千
三
百
六
十
四
号
（
特
定
家
庭
用
機

器
相
対
評
価
方
法
等
基
準
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
等
を
示
す
事
項

を
記
載
し
た
書
面
に
つ
い
て
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

第
二

一
中
「エ

ネ
ル
ギ
ー
を
消
費
す
る
機
械
器
具
の
小
売
の
事

業
を
行
う
者
が
取
り
組
む
べ
き
措
置

」
を
「エ

ネ
ル
ギ
ー
消
費
機
器

の
小
売
の
事
業
を
行
う
者
そ
の
他
そ
の
事
業
活
動
を
通
じ
て
一
般
消

費
者
が
行
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
に
つ
き
協
力
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
事
業
者
が
取
り
組
む
べ
き
措
置

」
に
改
め
る
。

第
三
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
３

東
京
都
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル

東
京
都
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
の
様
式
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

１
エ
ア
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
及
び
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
受
信
機
の

東
京
都
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル

別
記
様
式
１

２
電
気
冷
蔵
庫
の
東
京
都
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル

別
記
様
式
２

別
記
様
式
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。
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附

則

令
和
三
年
十
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
電
気
冷
蔵
庫
の
東

京
都
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
の
様
式
に
つ
い
て
は
、
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正

後
の
特
定
家
庭
用
機
器
相
対
評
価
方
法
等
基
準
及
び
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

性
能
等
を
示
す
事
項
を
記
載
し
た
書
面
に
つ
い
て
第
３
及
び
別
記
様

式
２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
こ
と
が
で
き

る
。

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
四
号

平
成
二
十
一
年
年
東
京
都
告
示
第
千
三
百
三
十
六
号
（
東
京
都
建

築
物
環
境
配
慮
指
針
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

別
表
第
一
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
合
理
化
の
部
建
築
物
の
熱
負
荷
の

低
減
の
項
ア
中

「①
地
域
区
分
が
４
の
場
合

全
住
戸
の
外
皮
平
均
熱
貫
流

率
が
０.５６W

／（
㎡
・
K
）
以
下
で
あ
る
こ
と
。

」
を

「

な
お
、
建
築
物
の
増
築
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
増
築
部
分

に
限
る
。
以
下
こ
の
表
に
お
い
て
同
じ
。

①
地
域
区
分
が
４
の
場
合

全
住
戸
の
外
皮
平
均
熱
貫
流

率
が
０.５６W

／（
㎡
・
K
）
以
下
で
あ
る
こ
と
。

」
に

改
め
、
同
項
ウ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ウ
イ
の
住
宅
仕
様
基
準
の
基
準
に
適
合
し
な
い
こ
と
又
は
外
皮
平

均
熱
貫
流
率
等
が
ア
及
び
イ
の
評
価
基
準
に
適
合
し
な
い
（
外
皮

平
均
熱
貫
流
率
等
が
算
出
さ
れ
な
い
場
合
を
除
く
。
）
こ
と
。

別
表
第
一
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
合
理
化
の
部
建
築
物
の
熱
負
荷
の

低
減
の
項
エ
中
「式

」
の
次
に
「（

同
備
考
中
「
特
定
建
築
物
」
と

あ
る
の
は
「
建
築
物
」
と
読
み
替
え
る
。
）

」
を
、
「こ

と

」
の
次

に
「。

た
だ
し
、
住
宅
以
外
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
全
部
が
規
則

第
８
条
の
３
第
２
項
第
９
号
に
規
定
す
る
用
途
又
は
建
築
物
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
２７年

法
律
第
５３号

。

以
下
「
建
築
物
省
エ
ネ
法
」
と
い
う
。
）
第
１８条

第
１
号
に
該
当
す

る
場
合
は
、
こ
の
評
価
基
準
を
適
用
し
な
い
。
オ
及
び
カ
に
つ
い
て

も
同
様
と
す
る

」
を
加
え
、
同
項
カ
中
「エ

及
び

」
を
「PA

L
＊低

減
率
が
エ
及
び

」
に
改
め
、
「こ
と

」
の
次
に
「。

た
だ
し
、
PA
L
＊

低
減
率
が
算
出
さ
れ
な
い
場
合
を
除
く

」
を
加
え
る
。

別
表
第
一
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
合
理
化
の
部
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
の
項
ア
中
「ERR＝

１００×
（
１
－
BEI）

」
を
「ERR＝

（
１
－
BEI）

×
１００

」
に
改
め
、
同
項
ウ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ウ
ERRが

ア
及
び
イ
の
評
価
基
準
に
適
合
し
な
い
（
ERRが

算

出
さ
れ
な
い
場
合
を
除
く
。
）
こ
と
又
は
単
位
住
戸
が
イ
の
評
価

基
準
に
適
合
し
な
い
こ
と
。

別
表
第
一
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
合
理
化
の
部
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
の
項
エ
中
「規

定
す
る
式

」
の
次
に
「
（同

備
考
中
「
特
定
建

築
物
」
と
あ
る
の
は
「
建
築
物
」
と
読
み
替
え
る
。
）

」
を
加
え
、

「供
す
る
床
面
積
の
合
計
）

」
を
「供

す
る
部
分
の
床
面
積
の
合

計
）
。
た
だ
し
、
住
宅
以
外
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
全
部
が
建
築

物
省
エ
ネ
法
第
１８条

第
１
号
に
該
当
す
る
場
合
は
、
こ
の
評
価
基
準

を
適
用
し
な
い
。
オ
及
び
カ
に
つ
い
て
も
同
様
と
す
る
。

」
に
改
め

る
。別

表
第
一
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
合
理
化
の
部
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス

テ
ム
の
項
カ
中
「エ

及
び

」
を
「ERRが

エ
及
び

」
に
改
め
、

「こ
と

」
の
次
に
「。

た
だ
し
、
ERRが

算
出
さ
れ
な
い
場
合
を

除
く

」
を
加
え
る
。

別
表
第
一
資
源
の
適
正
利
用
の
部
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
及
び
地
球
温

暖
化
の
抑
制
の
款
断
熱
材
用
発
泡
剤
の
項
ア
中
「あ

る
こ
と

」
の
次

に「
。
た
だ
し
、
断
熱
材
を
使
用
し
な
い
建
築
物
に
つ
い
て
は
、
こ

の
評
価
基
準
を
適
用
し
な
い
。
イ
及
び
ウ
に
つ
い
て
も
同
様
と
す

る

」
を
加
え
、
同
款
空
気
調
和
設
備
用
冷
媒
の
項
ア
中
「こ

と

」
の

次
に「

。
た
だ
し
、
空
気
調
和
設
備
を
設
置
し
な
い
建
築
物
に
つ
い

て
は
、
こ
の
評
価
基
準
を
適
用
し
な
い
。
イ
及
び
ウ
に
つ
い
て
も
同

様
と
す
る

」
を
加
え
る
。

別
表
第
一
ヒ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
現
象
の
緩
和
の
部
建
築
設
備
か
ら

の
人
工
排
熱
対
策
の
項
ア
た
だ
し
書
中
「場

合

」
の
次
に
「又

は
住

宅
以
外
の
用
途
に
供
す
る
部
分
の
全
部
が
規
則
第
８
条
の
３
第
２
項

第
９
号
に
規
定
す
る
用
途
若
し
く
は
建
築
物
省
エ
ネ
法
第
１８条

第
１

号
に
該
当
す
る
場
合

」
を
加
え
、
「評

価
基
準
は

」
を
「評

価
基
準

を

」
に
改
め
、
同
部
Ｅ
Ｖ
及
び
Ｐ
Ｈ
Ｖ
用
充
電
設
備
の
設
置
の
項
ア

中
「こ

と

」
の
次
に「

。
た
だ
し
、
駐
車
場
を
設
置
し
な
い
場
合
は
、

こ
の
評
価
基
準
を
適
用
し
な
い
。
イ
及
び
ウ
に
つ
い
て
も
同
様
と
す

る

」
を
加
え
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
五
号

令
和
二
年
東
京
都
告
示
第
二
百
二
十
二
号
（
東
京
都
マ
ン
シ
ョ
ン

環
境
性
能
表
示
基
準
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

別
表
中

「再
エ
ネ

設
備
・

電
気

建
築
物
評
価
基
準
の
各
細
区
分

の
段
階
１
を
１
点
、
段
階
２
を

２
点
、
段
階
３
を
３
点
と
し
、

そ
の
合
計
点
に
し
た
が
っ
て
次

を
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の
と
お
り
と
す
る
。

４
点
以
上
の
場
合
は
★
★
★

３
点
の
場
合
は
★
★
☆

２
点
以
下
の
場
合
は
★
☆
☆

」

「再
エ
ネ

設
備
・

電
気

建
築
物
評
価
基
準
の
各
細
区
分

の
段
階
１
を
１
点
、
段
階
２
を

２
点
、
段
階
３
を
３
点
と
し
、

そ
の
合
計
点
に
し
た
が
っ
て
次

の
と
お
り
と
す
る
。
た
だ
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
変
換

利
用
の
細
区
分
に
係
る
建
築
物

評
価
基
準
を
適
用
し
な
い
場
合

は
当
該
細
区
分
に
つ
い
て
１
点

と
す
る
。

４
点
以
上
の
場
合
は
★
★
★

３
点
の
場
合
は
★
★
☆

２
点
以
下
の
場
合
は
★
☆
☆

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
六
号

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十

二
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
港
区
の
児
童
自
立
支
援
施

設
に
係
る
事
務
を
次
の
規
約
に
よ
り
受
託
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
の
二
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

港
区
の
児
童
自
立
支
援
施
設
に
係
る
事
務
の
委
託
に

関
す
る
規
約

（
委
託
事
務
の
範
囲
）

第
一
条

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二

百
五
十
二
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
港
区
（
以
下

「
甲
」
と
い
う
。
）
は
、
児
童
福
祉
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第

百
六
十
四
号
）
第
四
十
四
条
に
規
定
す
る
児
童
自
立
支
援
施
設
に

係
る
事
務
（
以
下
「
委
託
事
務
」
と
い
う
。
）
の
管
理
及
び
執
行

を
東
京
都
（
以
下
「
乙
」
と
い
う
。
）
に
委
託
す
る
。

（
管
理
及
び
執
行
の
方
法
）

第
二
条

委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
つ
い
て
は
、
乙
の
条
例
及

び
規
則
そ
の
他
の
規
程
（
以
下
「
条
例
等
」
と
い
う
。
）
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
る
も
の
と
す
る
。

（
経
費
の
負
担
）

第
三
条

委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
要
す
る
経
費
は
、
甲
の
負

担
と
す
る
。

２

前
項
の
経
費
の
額
及
び
交
付
の
時
期
は
、
甲
と
乙
と
が
協
議
し

て
定
め
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
乙
は
、
あ
ら
か
じ
め
委
託
事

務
の
管
理
及
び
執
行
に
要
す
る
経
費
の
見
積
り
に
関
す
る
書
類
を

甲
に
送
付
す
る
も
の
と
す
る
。

（
収
入
の
帰
属
）

第
四
条

委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
係
る
使
用
料
及
び
手
数
料

並
び
に
財
産
収
入
及
び
諸
収
入
は
、
全
て
乙
の
収
入
と
す
る
。

（
収
入
及
び
支
出
の
経
理
）

第
五
条

乙
は
、
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
係
る
収
入
及
び
支

出
に
つ
い
て
経
理
を
明
確
に
し
て
お
く
も
の
と
す
る
。

（
収
入
及
び
支
出
の
精
算
）

第
六
条

乙
は
、
毎
年
度
終
了
後
、
速
や
か
に
委
託
事
務
に
係
る
収

入
及
び
支
出
の
精
算
を
行
い
、
そ
の
明
細
を
甲
に
通
知
す
る
。

（
条
例
等
の
制
定
又
は
改
廃
の
場
合
の
措
置
）

第
七
条

委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る
乙
の

条
例
等
が
制
定
さ
れ
、
若
し
く
は
廃
止
さ
れ
、
又
は
そ
の
全
部
若

し
く
は
一
部
が
改
正
さ
れ
た
場
合
に
お
い
て
は
、
乙
は
、
直
ち
に

そ
の
旨
を
甲
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

（
委
託
事
務
の
廃
止
に
伴
う
決
算
処
理
等
）

第
八
条

委
託
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
廃
止
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
当
該
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
係
る
収
入
及
び
支
出
は
、

当
該
廃
止
の
日
を
も
っ
て
こ
れ
を
打
ち
切
り
、
乙
が
こ
れ
を
決
算

す
る
。

（
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
細
目
）

第
九
条

こ
の
規
約
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
委
託
事
務
の
管
理
及

び
執
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
甲
と
乙
と
が
協
議
し
て
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
約
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
七
号

漁
船
損
害
等
補
償
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
十
八
号
。
以
下

「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
十
二
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
届
出

を
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
し
た
結
果
、
次
の
加
入
区
に
つ

い
て
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
同
意
が
あ
っ
た
と
認
め

た
の
で
、
法
第
百
十
二
条
の
二
第
三
項
及
び
漁
船
損
害
等
補
償
法
施

行
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
農
林
省
令
第
十
八
号
）
第
二
十
五
条
の
規

定
に
よ
り
告
示
す
る
。

な
お
、
法
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
漁
船
を
普
通

損
害
保
険
に
付
す
べ
き
義
務
は
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
発
生
す

る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

元
町
加
入
区
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神
津
島
加
入
区

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
八
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
か
ら
起
算
し
て
二

週
間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

真
光
寺
長
津
田

二

変
更
の
区
間

町
田
市
能
ヶ
谷
一
丁
目
五
千
五
番
十
五
地
先
か

ら
同
所
百
六
番
四
地
先
ま
で

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り

四

変
更
の
期
日

令
和
三
年
四
月
一
日
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◉
東
京
都
告
示
第
四
百
九
号

東
京
都
立
公
園
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
東
京
都
条
例
第
百
七
号
）

第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
東
京
都
立
公
園
の
位
置
、
区
域
及

び
面
積
を
次
の
と
お
り
変
更
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

公

園

名

変
更
内
容

変
更
年
月
日

東
京
都
立
葛
西
臨
海
公
園

別
図
の
と
お
り

令
和
三
年
四
月
一

日
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◉
東
京
都
告
示
第
四
百
十
号

東
京
都
港
湾
管
理
条
例
（
平
成
十
六
年
東
京
都
条
例
第
九
十
三

号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
港
湾
施
設
の
規
模
を
次
の
と
お
り
変

更
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

種
類

名
称

規

模

変
更
前

変
更
後

所
在
地

変
更
年

月
日

港
湾

施
設

用
地

青
海
ふ

頭
地
区

港
湾
施

設
用
地

四
六
八
、

七
五
〇
・

八
二
平
方

メ
ー
ト
ル

四
八
三
、

三
〇
八
・

三
四
平
方

メ
ー
ト
ル

江
東
区
青
海

二
丁
目
、
同

区
青
海
三
丁

目
及
び
同
区

青
海
四
丁
目

令
和
三

年
四
月

一
日

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
十
一
号

東
京
都
港
湾
管
理
条
例
（
平
成
十
六
年
東
京
都
条
例
第
九
十
三

号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
港
湾
施
設
の
規
模
を
次
の
と
お
り
変

更
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

種
類

名
称

規

模

変
更
前

変
更
後

所
在
地

変
更
年

月
日

港
湾

施
設

用
地

中
央
防

波
堤
内

側
地
区

港
湾
施

設
用
地

二
七
一
、

四
五
〇
・

七
五
平
方

メ
ー
ト
ル

二
七
三
、

〇
六
八
・

九
九
平
方

メ
ー
ト
ル

江
東
区
海
の

森
一
丁
目
、

同
区
海
の
森

二
丁
目
及
び

同
区
海
の
森

三
丁
目

令
和
三

年
四
月

一
日

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
十
二
号

東
京
都
港
湾
管
理
条
例
（
平
成
十
六
年
東
京
都
条
例
第
九
十
三

号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
港
湾
施
設
の
供
用
を
中
止
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

種
類

名
称

規
模

所
在
地

中
止
期
間

岸
壁

フ
ェ
リ

ー
ふ
頭

岸

壁

（

第

一
）

延
長
一
九
三
メ

ー
ト
ル
水
深

Ａ
．
Ｐ
．
㈠

七
・
五
メ
ー
ト

ル

江
東
区
有

明
四
丁
目

十
五
番
三

令
和
三
年
四
月
一

日
か
ら
令
和
五
年

三
月
三
十
一
日
ま

で

桟
橋

フ
ェ
リ

ー
ふ
頭

桟

橋

（

第

二
）

延
長
二
一
八
メ

ー
ト
ル
水
深

Ａ
．
Ｐ
．
㈠

七
・
五
メ
ー
ト

ル

江
東
区
有

明
四
丁
目

十
五
番
二

地
先

同
右

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
十
三
号

東
京
都
港
湾
管
理
条
例
（
平
成
十
六
年
東
京
都
条
例
第
九
十
三

号
）
第
五
条
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
二
十
七
年
東
京
都
告
示
第
千
二

百
号
で
供
用
を
中
止
し
た
港
湾
施
設
の
う
ち
、
次
の
施
設
に
つ
い
て
、

供
用
を
再
開
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

種
類

名
称

級
別

規
模

所
在
地

再
開
年

月
日

野
積

場

十
号
ふ
頭

四
号
上
屋

背
面
野
積

場

一
級

一
〇
、
五
二

九
平
方
メ
ー

ト
ル

江
東
区
有

明
四
丁
目

令
和
三
年

四
月
一
日

◉
東
京
都
告
示
第
四
百
十
四
号

東
京
都
営
空
港
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
三
十
七
年
東
京
都
規
則
第

七
十
六
号
）
第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
都
調
布
飛
行

場
駐
車
場
の
駐
車
券
の
様
式
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
令
和
三
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子
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公

告

東
京
体
育
館
の
休
館
日
の
変
更
に
つ
い
て

東
京
都
体
育
施
設
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
東
京
都
規
則
第

七
十
六
号
）
第
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
東
京
体
育

館
の
施
設
の
休
館
日
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

期
日

開
館

令
和
三
年
四
月
十
九
日
、
同
年
五
月
十
七
日
及
び
同
年

六
月
二
十
一
日

二

理
由

使
用
者
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め

駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運
動
場
の
休
館
日
に

つ
い
て

東
京
都
体
育
施
設
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
東
京
都
規
則
第

七
十
六
号
）
第
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

公
園
総
合
運
動
場
の
施
設
を
次
の
よ
う
に
休
館
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
設
名
及
び
期
日

㈠

陸
上
競
技
場

令
和
三
年
四
月
五
日
、
同
月
十
二
日
、
同
月
十
九
日
、
同
月

二
十
六
日
、
同
月
三
十
日
、
同
年
五
月
六
日
、
同
月
十
日
、
同

月
十
七
日
、
同
月
二
十
四
日
、
同
月
三
十
一
日
、
同
年
六
月
七

日
、
同
月
十
四
日
、
同
月
二
十
一
日
及
び
同
月
二
十
八
日

㈡

第
一
球
技
場
、
第
二
球
技
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、
補
助
競
技
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場
、
軟
式
野
球
場
及
び
硬
式
野
球
場

令
和
三
年
四
月
五
日
、
同
月
十
九
日
、
同
年
五
月
十
日
、
同

月
十
七
日
、
同
年
六
月
七
日
及
び
同
月
二
十
一
日

二

理
由

施
設
設
備
の
整
備
及
び
保
守
点
検
の
た
め

駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運
動
場
の
休
館
日
の

変
更
に
つ
い
て

東
京
都
体
育
施
設
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
東
京
都
規
則
第

七
十
六
号
）
第
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
駒
沢
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運
動
場
の
施
設
の
休
館
日
を
次
の
よ
う
に
変
更

す
る
。令

和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
設
名
及
び
期
日

体
育
館
及
び
屋
内
球
技
場

休
館

令
和
三
年
四
月
五
日
、
同
年
五
月
十
日
及
び
同
年
六
月

七
日

二

理
由

施
設
設
備
の
整
備
及
び
保
守
点
検
の
た
め

駒
沢
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運
動
場
の
開
場
時
間

の
変
更
に
つ
い
て

東
京
都
体
育
施
設
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
東
京
都
規
則
第

七
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
駒
沢
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
公
園
総
合
運
動
場
の
施
設
の
開
場
時
間
を
次
の
よ
う
に
変

更
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
設
名
、
期
日
及
び
開
場
時
間

㈠

陸
上
競
技
場
及
び
第
一
球
技
場

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

㈡

補
助
競
技
場

令
和
三
年
五
月
十
八
日

午
後
五
時
か
ら
午
後
九
時
ま
で

㈢

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

令
和
三
年
四
月
十
二
日
、
同
月
二
十
六
日
、
同
年
五
月
六
日
、

同
月
二
十
四
日
、
同
月
三
十
一
日
、
同
年
六
月
十
四
日
及
び
同

月
二
十
八
日

午
後
零
時
三
十
分
か
ら
午
後
六
時
三
十
分
ま
で

㈣

軟
式
野
球
場

令
和
三
年
四
月
十
二
日
、
同
月
二
十
六
日
、
同
年
五
月
六
日
、

同
月
二
十
四
日
、
同
月
三
十
一
日
、
同
年
六
月
十
四
日
及
び
同

月
二
十
八
日

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
零
時
三
十
分
ま
で

㈤

硬
式
野
球
場

令
和
三
年
四
月
二
十
六
日
、
同
年
五
月
六
日
、
同
月
二
十
四

日
、
同
月
三
十
一
日
、
同
年
六
月
十
四
日
及
び
同
月
二
十
八
日

午
後
零
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
ま
で

㈥

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

ア

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
土
曜

日
、
日
曜
日
及
び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十

三
年
法
律
第
百
七
十
八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
開
館

日
午
前
九
時
か
ら
午
後
九
時
三
十
分
ま
で

イ

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
一
㈥

ア
の
期
日
を
除
く
開
館
日

午
前
七
時
三
十
分
か
ら
午
後
九
時
ま
で

二

理
由

使
用
者
の
利
便
性
の
向
上
、
施
設
設
備
の
整
備
及
び
保
守
点
検

の
た
め東

京
武
道
館
の
開
場
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

東
京
都
体
育
施
設
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
東
京
都
規
則
第

七
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
東
京
武
道

館
の
施
設
の
開
場
時
間
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
設
名

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

二

期
日

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
日
曜
日
及

び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十

八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
開
館
日

三

開
場
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で

四

理
由

使
用
者
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め

東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場
の
休
館
日
の
変
更
に
つ
い
て

東
京
都
体
育
施
設
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
東
京
都
規
則
第

七
十
六
号
）
第
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
東
京
辰
巳

国
際
水
泳
場
の
休
館
日
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
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令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

期
日

開
館

令
和
三
年
四
月
十
九
日
、
同
年
五
月
十
七
日
及
び
同
年

六
月
二
十
一
日

二

理
由

使
用
者
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め

東
京
辰
巳
国
際
水
泳
場
の
開
場
時
間
の
変
更
に
つ
い
て

東
京
都
体
育
施
設
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
東
京
都
規
則
第

七
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
東
京
辰
巳

国
際
水
泳
場
の
開
場
時
間
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

期
日

令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
日
曜
日
及

び
国
民
の
祝
日
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
七
十

八
号
）
に
規
定
す
る
休
日
を
除
く
開
館
日

二

開
場
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
十
時
ま
で

三

理
由

使
用
者
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め

若
洲
海
浜
公
園
ヨ
ッ
ト
訓
練
所
の
休
館
日
の
変
更
に

つ
い
て

東
京
都
体
育
施
設
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
東
京
都
規
則
第

七
十
六
号
）
第
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
若
洲
海
浜

公
園
ヨ
ッ
ト
訓
練
所
の
休
館
日
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

期
日

開
館

令
和
三
年
五
月
四
日

休
館

令
和
三
年
五
月
六
日

二

理
由

使
用
者
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
開
館
し
、
施
設
設
備
の
整
備

及
び
保
守
点
検
の
た
め
休
館
す
る
。

若
洲
海
浜
公
園
ヨ
ッ
ト
訓
練
所
の
開
場
時
間
の
変
更

に
つ
い
て

東
京
都
体
育
施
設
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
東
京
都
規
則
第

七
十
六
号
）
第
二
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
若
洲
海
浜

公
園
ヨ
ッ
ト
訓
練
所
の
開
場
時
間
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

期
日

令
和
三
年
四
月
二
十
四
日
、
同
月
二
十
五
日
、
同
月
二
十
九
日
、

同
年
五
月
一
日
か
ら
同
月
五
日
ま
で
、
同
月
八
日
、
同
月
九
日
、

同
月
十
五
日
、
同
月
十
六
日
、
同
月
二
十
二
日
、
同
月
二
十
三
日
、

同
月
二
十
九
日
、
同
月
三
十
日
、
同
年
六
月
五
日
、
同
月
六
日
、

同
月
十
二
日
、
同
月
十
三
日
、
同
月
十
九
日
、
同
月
二
十
日
、
同

月
二
十
六
日
及
び
同
月
二
十
七
日

二

開
場
時
間

午
前
八
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で

三

理
由

使
用
者
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め

武
蔵
野
の
森
総
合
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
の
休
館
日
の
変

更
に
つ
い
て

東
京
都
体
育
施
設
条
例
施
行
規
則
（
平
成
十
九
年
東
京
都
規
則
第

七
十
六
号
）
第
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
武
蔵
野
の

森
総
合
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ
の
休
館
日
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

期
日

開
館

令
和
三
年
四
月
十
九
日
、
同
年
五
月
十
七
日
及
び
同
年

六
月
二
十
一
日

休
館

令
和
三
年
四
月
二
十
八
日
、
同
年
五
月
十
九
日
、
同
年

六
月
九
日
及
び
同
月
二
十
二
日

二

理
由

使
用
者
の
利
便
性
の
向
上
の
た
め
開
館
し
、
施
設
設
備
の
整
備

及
び
保
守
点
検
の
た
め
休
館
す
る
。

東
京
都
障
害
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
休
業
日

の
変
更
に
つ
い
て

東
京
都
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
東
京

都
条
例
第
二
十
四
号
）
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
東
京
都

障
害
者
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
休
業
日
を
次
の
よ
う
に
変
更
す

る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
設
名
及
び
期
日

㈠

体
育
館
、
プ
ー
ル
、
卓
球
室
、
サ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
テ
ニ
ス

室
、
集
会
室
、
印
刷
室
、
宿
泊
施
設
、
運
動
場
及
び
庭
球
場

令
和
三
年
五
月
十
五
日
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㈡

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
洋
弓
場
及
び
研
修
室

令
和
三
年
五
月
二
十
九
日

二

理
由

施
設
設
備
の
整
備
及
び
保
守
点
検
の
た
め

東
京
都
多
摩
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
休
業
日

の
変
更
に
つ
い
て

東
京
都
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
（
昭
和
五
十
九
年
東
京

都
条
例
第
二
十
四
号
）
第
五
条
た
だ
し
書
の
規
定
に
よ
り
、
東
京
都

多
摩
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
の
休
業
日
を
次
の
よ
う
に
変
更
す

る
。

令
和
三
年
三
月
三
十
一
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

期
日

休
業

令
和
三
年
五
月
二
十
九
日

二

理
由

施
設
設
備
の
整
備
及
び
保
守
点
検
の
た
め
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